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    活動紹介    NPO 法人千葉県森林インストラクター会 

講座名 
緑を楽しむ講座（柏） 
市街地に残る里山はこうして守られた・「関さんの森」を訪ねる 

開催日時 20２２年１０月２３日（日）１０時 ～１２時 30 分 

開催場所 松戸市幸谷地区（関さんの森・溜ノ上の森） 一般参加者 ２４名 

活動の概要 

高度経済成長期以降各地で都市化が急激に進

行し、近郊に広がっていた里山は宅地や工場用

地などに変貌していきました。松戸市も例外で

はなく、この半世紀で森林面積は８分の１に減

ってしまいました。 

その中で「関さんの森」は、後世に里山風景

を残そうとする関家の皆さんやそれに共感する

多くの市民ボランティアの努力によって守られ

てきた貴重な里山です。 

先代が亡くなったあと、相続による危機を自

然保護団体への寄付により回避したこと、道路

敷設計画による行政との対立は全国に報道され、社会的に自然保護の機運を高めるきっかけに

もなったことなど、現当主の関美智子さんから直接お話を伺うことができました。 

その後敷地内に残る蔵や植生を見学し、屋敷林であった「関さんの森」、15 分ほどの場所に

ある関家所有の「溜ノ上の森」を訪ね、都市部に残る森の現状や森が抱える問題などについ

て、みんなで考える機会となりました。澄んだ秋空の元、楽しく有意義な一日になりました。 

関さんのお話を聞きました。     江戸時代から残る蔵（雑蔵）   蔵の内部には昔の道具類を展示 

 

シンボルツリー（ケンポナシ）    「関さんの森」の中を歩く   「溜ノ上の森」の竹林（モウソウチク） 

         

ＦＩＣ講師 金井康郎・羽根敏子・渕上和宏 


